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事業概要 【米子市ヘルスケアプラットフォーム実装事業】 3

実施地域 鳥取県米子市 事業費 296,455千円

実施主体 鳥取県米子市・鳥取大学医学部附属病院 人口 146,139人(2022.12.31現在)

事業概要
米子市は ‘誰もがずっと元気で健康に暮らせるまち’ をめざしているが、急速な高齢化・人口減少の下で医療リソース不足やフレイル高
齢者の増加、地域コミュニティの活性化といった課題が深刻化している。この課題の解決のため、行政・医療・民間事業者等によるコン
ソーシアムを構築し、①地域共通デジタル診察券 ②フレイル対策 ③地域情報ポータル の３機能を軸にマイナンバーカード連携アプ
リ「よなゴーゴー」を実装し、well-beingを実現するデジタルサービスとして、全世代の市民に提供する。

取組内容
「住んで楽しいデジ田都市よなご」を実現するために鳥大病院で開発された診療案内アプリ 「とりりんりん」 を基に、マイナンバーカードによる本人確認機能

を連携し、市民が医療・福祉・行政の情報を活用するためのポータルサイトアプリ 「よなゴーゴー」 を開発する。
解決をめざす地域課題
課題① デジタルを活用した効率的な医療…地域共通デジタル診察券（４医療施設＋かかりつけ医）

・ 地域の医療機関で共通の診察券機能を実装（医療施設へのオンラインチェックインや予約情報の管理・診察呼出機能・会計・オンライン診療機能を装備）
することにより、患者の大幅な待ち時間の短縮や医療機関内各所での混雑緩和につながり、患者の利便性が高まる。また、医療資源の効率的な活用が可
能となる。
・ 「よなゴーゴー」に実装する支援アバターが、医療の提供が必要な市民の日々記録（血圧や血糖値）の情報収集や治療継続（生活習慣病）のモチ
ベーション管理を支援し、デジタルを活用したヘルスケアサービスを実現する。

・ 市内の医療機関を中心に417医療機関が接続するWEBでの患者紹介システムを活用し、多くの医療機関で同様のサービスを展開する。
課題② 健康寿命の延伸…デジタルを活用した次世代のフレイル対策 デジタルデータに基づいた予防プログラムの実践

・ 高齢者限定ではなく、全市民を対象としたスマートフォンアプリによるフレイルチェック機能を装備する。
・ 65歳以上の高齢者にはチェック結果に応じたセミオーダーの健康づくりに取り組むことができ、元気で自立した高齢者の増加を促す。

課題③ 市民生活・地域コミュニティの活性化…地域情報ポータルサイト 普段使いを促進するマイナンバーカード活用の架け橋
・ マイナポータル自己情報取得API活用して、市の情報（防災情報・地域放送・地域の回覧・健康情報・予防接種案内・イベント情報など）やその他の
地域情報を発信するプラットフォームを開発する。

・ 市民が必要な情報を効果的に発信し、さらに様々な地域の魅力・強みを積極的に広めることにより、市民生活・地域コミュニティを活性化すると共に、市民
自らがデジタル社会に対応していく機運を醸成していく。

フレイルチェック



事業概要 【学校開放事業のオンライン利用予約および遠隔鍵管理】

実施地域 鳥取県米子市 事業費 16,674千円
（200,000千円以内）

実施主体 鳥取県米子市 人口 146,036人
（2023.1.31現在）

事業概要
現状、各市立小中学校体育施設開放事業利用者は公民館や中学校に複数回出向いて申請等を行う必要があり、手続きの煩
雑さから市民のスポーツ活動の機会を損失している。 「誰もがスポーツを楽しめる環境整備」 という地域課題を解決し、より多くの市
民の運動機会を創出することを目的として、予約システム・スマートロック・電子決済を導入し、利用者の利便性向上を図る。

具体
サービス

【公共施設オンライン予約システム】
・ スマホやPCから公共施設の予約が24時間いつでも可能と
なり、場所を問わずどこでも予約ができる。また、使用料の納
付についても、クレジットカード等でのオンライン決済が可能と
なる。
・ 施設管理者側も、システムからデータ管理ができ、利用率
の把握等が容易となる。
【遠隔鍵管理システム Remote LOCK】
・ 公共施設のドア付近にキーボックス・スマートロック装置を設
置し、鍵を遠隔管理する。

●利用方法
①利用者のスマホやPCを使って指定サイトから予約を実施。
②予約後、利用日時のみ有効となる暗証番号を生成。
③当日現地にて生成された暗証番号を入力し、開錠。

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①施設の利用者数

【アウトカム指標（成果指標）】
①予約システム導入の満足度
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